
2022 年度 数理情報学専攻 8 月入試（博士前期課程）について  
 

 数理情報学専攻  
 
 

1. 本専攻の 8 月入試（博士前期課程）は筆記試験，口頭試問ともにオンライン方式で実施する。  
 

2. 試験時間・接続チェックの日付 
2.1 筆記試験は 8 月 5 日（木）に下記のスケジュールで実施する。 
 12:30～14:00：第１科目 

    14:00～14:15：答案提出 
    14:15～14:30：休憩 
 14:30～16:00：第２科目 

    16:00～16:15：答案提出 
第１，第２科目とも 

・線形代数 
・微分積分 
・代数学（初等的整数論を含む） 

・グラフ理論 

・数学基礎論 

・量子力学 

・アルゴリズム設計法 

の７題から 3 題選択する． 

2.2 口頭試問は 8 月 6 日（金）に下記のスケジュールで実施する。  
 13:00～：口頭試問 

2.3  8 月 4 日（水）に接続チェックを行う。必ず参加すること。                                            
どうしても参加できない場合は事前に申し出ること。  

3. 筆記試験におけるカメラの設置方法について 
3.1 図１のようにパソコン（タブレットでも可）画面・手元・顔の 3 点が同時に映る位置

に設置する。  



3.2 答案用紙に書いている内容が映像から読み取れないよう、カメラの設置位置はあまり
高い位置としないこと（図２参照）。 

図１ カメラの設置位置の例     図２ 望ましいカメラの映像の例 

4. 接続チェックまでにオンライン受験者が準備すべきもの
4.1 良好かつ安定的なインターネット環境が確保された、試験開始から終了まで一人とな

る場所（自宅、通学する教育機関等の個室等。以下「試験室」という）。
4.2 解答用紙（A4 または B4）は各自が用意し，１題の答案を１ 枚程度にまとめること。

すべての解答用紙に受験番号を記入し，氏名は記入しないこと。
4.3 以下の組み合わせのいずれかで構成される接続機器。

A) [推奨] スマートフォンおよび PC。ともに Zoom に接続し、スマートフォンでパソ
コン画面・手元・顔の 3 点を同時に映せるようにすること。

B) 外付けカメラおよび PC。外付けカメラを付けた PC を Zoom に接続し、外付けカメ
ラでパソコン画面・手元・顔の 3 点を同時に映せるようにすること。

4.4 各科目終了後、「試験室」において速やかに解答用紙の写真、または、スキャンを作成
し（以下「電子化」という）、作成した電子ファイルを提出できる設備。電子化作業時
はパソコン画面・手元・顔の 3 点を映す必要はないが、少なくとも１つの接続機器の
カメラはオンである必要があるので注意すること。

5. 接続チェック

3.3   ノート PC を使う場合、 外部ディスプレイを 使用 
しても良い が、 その 場合は ノート PC と外部ディ 
スプレイ の 両 画面が映るように留意すること。

3.4   右図のような装置を準備することが望ましいが、 
倒れないようにした上で壁に立てかけたりして 
も構わない。   

答案 

PC 画面 



5.1  8 月 4 日（水）に接続チェックを行うので必ず参加すること。受験者は試験当日と同
じ環境を準備し、事前に指定された Zoom に接続すること。 

5.2 監督者の指示に従いカメラ等の設置位置等を調整すること。  

6. 筆記試験当日第１科目開始前
6.1 試験開始 30 分前までに事前に指定された Zoom に接続しカメラの設定を行う。
 Zoom とカメラの設定について。

A) [推奨] スマートフォンと PC を使用する場合は、スマートフォンのカメラをオンに
し、パソコン画面・手元・顔の 3 点が同時に映るように設置した上で、Zoom に接
続する。Zoom の名前は「受験番号」にすること。また、名前を「受験番号
(PC)」にした上で PC を Zoom に接続する。スマートフォンのカメラが映らなく
なった場合に備え PC のカメラもオンにすることを推奨する。

B)外付けカメラおよび PC を使用する場合は、外付けカメラをオンにし、パソコン画
面・手元・顔の 3 点が同時に映る状態に設置した上で、Zoom に接続する。
Zoom の名前は「受験番号」にすること。

 監督者の指示が常に聞こえる状態を保つこと。
 上記以外は、机上に置けるのは対面の試験で認められている物のみとする。

6.2 Zoom 接続後、監督者の指示に従い、自分の顔と受験票を一緒に映す。 
6.3 監督者の指示に従いカメラを動かし部屋に他の人がいないことを示す。 

7. 各科目の試験中
7.1 試験中は監督者の指示が常に聞こえる状態を保つこと。 
7.2 休憩時間を除く途中離席は原則認めない。 

 途中離席した場合はその以降試験終了まで解答用紙に触れることができない。
 第 1 科目開始前、および、科目間の休み時間に監督者に許可を取った上でト

イレ等のために離席することは構わないので、希望する場合は申し出ること。
7.3 以下の行為は不正行為とみなし、該当科目を 0 点として扱う。 

 離席後に解答用紙に触れる。
 誰かと話す、または、同室に自分以外の者を入れる。
 教科書等、許可されていないものを使用する。
 パソコン画面・手元・顔（横顔）の 3 点が映らない状態になる（落下物を拾った

り、カメラの位置を調整したりする場合は一瞬であれば構わない）。
 試験問題の閲覧、監督者への対応以外の目的で PC を操作する。
 すべての Zoom の接続が切れる、または、すべてのカメラがオフになる。



  
8. 各科目終了後  

8.1 各科目終了後に監督者の承認が得られるまで、Zoom 用のカメラに解答用紙全体を映
すこと。この際、監督者は画面のスクリーンショットを撮る。  

8.2 解答用紙を電子化し指定された方法（詳細は後日指定する）で提出する。  
 ファイルのフォーマットは PDF、JPEG、PNG のいずれかとする。  
 定められた提出時間外の提出は認めない。  
 監督者が撮ったスクリーンショットの内容から修正・追記が確認できた場合は不

正行為とみなし、全科目を 0 点として扱う。  
 
9. 口頭試問の実施方法について  

9.1  Zoom に 12:30 までに入り待機すること。待機中はカメラをオフにして良い。待機時
間が長時間になる可能性があるが離席する場合は監督者に事前に許可を取ること。許
可なく離席していた場合は口頭試問を受けられない場合があるので注意すること。  

9.2 口頭試問中は、誰かと話したり、「試験室」に自分以外の者を入れてはならない。    
カメラは筆記試験と異なり、自分の顔が映るように設定すること。  
  

10. その他  
10.1 オンライン受験者は本文書に記載の不正行為の基準に同意したものとする。  
10.2 詳細な実施方法は状況により変更する場合があるので留意すること。  
10.3 ネットワークトラブル等の不測の事態が発生した場合に備え、接続機器としてスマー

トフォンおよび PC を使用し、可能であればそれらを異なるネットワークに接続し、
いずれのカメラもオンにした上で、Zoom に接続することを推奨する。  

10.4 試験中に撮影、録画、録音を行わないこと、及びそれらの画像、映像、音声データを 
SNS 等で配信しないこと。  

10.5 試験実施に際して知り得た情報を、合格発表まで口外しないこと。  
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